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Rr26.木俣美樹男、１９９２、教育環境としての農業・農村のあり方 農山村エコミュ-ジ

アムにおける環境教育プログラム、最新研究情報検討会報告書、ｐｐ．４８-６８、農林

水産技術会議事務局企画調整課。 

Rr27.木俣美樹男、１９９２、農山村における環境教育プログラム、野外における環境教

育 第６号： ５４-５５、８８-９０、東京学芸大学附属野外教育実習施設。 

Rr28. 木俣美樹男 、１９９３、環境教育とエコミュ-ジアム、伊藤俊太郎・竹内啓編

「文明と環境」・「高度技術社会」共同研究集会会議録、ｐｐ．１９９-２１０、重点領

域研究「文明と環境」・「高度技術社会」総括班。 



Rr29. 木俣美樹男、１９９３、平成２～４年度科学研究費補助金（一般研究Ｂ）研究成

果報告書（課題番号０２４５５０１０）、イネ科キビ属の栽培植物・雑草の起源と伝播に

関する民族植物学的研究。 

Rr30.木俣美樹男（１９９３） 都市農業と環境教育 - 横浜市における都市農業と環境

教育のかかわり 都市農業問題に関する研究 ５１-６２. 横浜市都市農業問題研究会。  

Rr31.木俣美樹男、１９９３、 通学圏（学校区）におけるエコミュ-ジアムの活用、「環

境教育のための人づくり・場づくり報告書」ｐｐ.118-123、（財）日本地域開発センタ

-。 

Rr32.木俣美樹男、１９９４、農山村エコミュ-ジアムの考え方、ｐ.3、はじめに ｐ

ｐ.40-43、農山村エコミュ-ジアム作りによる都市、農山村の交流報告書、自然文化誌研

究会。 

Rr33.木俣美樹男、１９９５、沙流川流域の現状と課題、ｐｐ.20-34、平成 7 年度多様な

ニ-ズに対応する森林の管理手法に関する調査研究報告書、財団法人森とむらの会。Rr34. 

木俣美樹男、１９９６、沙流川流域の森林の多面的利用に関連する団体･個人の連携ｐ

ｐ.6-20、平成８年度多様なニ-ズに対応する森林の管理手法に関する調査研究報告書、財

団法人森とむらの会。 

Rr35. 木俣美樹男、１９９７、沙流川流域森林への多様な関係性の形成--管理手法として

の沙流川エコミュ-ジアムの提案、ｐｐ.28-34、平成９年度多様なニ-ズに対応する森林の

管理手法に関する調査研究報告書、財団法人森とむらの会。 

Rr36.木俣美樹男、１９９７、デンマ-クとドイツにおけるＮＧＯを中心とした環境教育活

動、ｐｐ.61-77、海外先進国ＮＧＯの環境教育活動に関する実態調査報告書、財団法人日

本環境協会。 

Rr38.木俣美樹男、１９９８、学校教育･社会教育における農村体験学習の拡充強化の課題

と対策の方向、ｐｐ.93-99、農山漁村地域の持つ学び･遊び･楽しむ機能などを利活用した

都市住民・農村住民の相互活動に関する調査報告書（国土庁委託）、財団法人農村開発企

画委員会。 

Rr39.木俣美樹男、１９９８、愛知県、ｐｐ.60-62、環境教育の総合的推進に関する調査

報告書（文部省委託）、東京学芸大学環境教育研究会。 

Rr40.木俣美樹男、１９９９、３-４ 環境教育に関する教育系大学の教員養成と民間指導

者養成との相補性、ｐｐ.57-66、国土・環境保全に資する教育の効果を高めるためのモデ

ル調査報告書（国土庁委託）、財団法人農村開発企画委員会。 



Rr41.木俣美樹男・外川隆、１９９９、II. 森林管理･林業における都市住民との連携の

可能性について--岩手県三陸地域田野畑村の事例を中心に、ｐｐ.12-21、都市住民等の林

業労働力としての確保に関する調査報告書（林野庁委託）、財団法人森とむらの会。 

Rr42.木俣美樹男、１９９９、東京都武蔵野市、福島県檜枝岐村、ｐｐ.60-62、環境教育

の総合的推進に関する調査報告書（文部省委託）、東京学芸大学環境教育研究会。 

Rr43. 木俣美樹男、１９９９、小国町報告書 

Rr44. 木俣美樹男・叶田真規子、２００１、食文化とライフスタイル、環境学習ネット

ワ-ク事務局報告書 pp.４５-４７、東京学芸大学。 

Rr45. 木俣美樹男、２００１、生物季節調査、学校訪問上県町立仁田中学校、「環境の

ための地球学習観測プログラム（GLOBE）」、日本中央センタ-報告書、pp.２９-３１、３

３-３５、グロ-ブ日本中央センタ-事務局、東京学芸大学。 

Rr46. 木俣美樹男、２００４、ODA 拠点システム報告書   英文もあり 

Rr47. 木俣美樹男編、２００７、多摩川源流・鶴川流域の伝統的畑作農耕をめぐる生物

文化多様性の保全  （とうきゅう環境浄化財団助成報告書）、pp.１１９。 

Rr48. 木俣美樹男、2007、雑穀プロジェクト報告書、pp.14-15． 

Rr49. 木俣美樹男、2007、雑穀ものがたり、pp.1-16．植物と人々の博物館プロジェク

ト。 

Rr50. 木俣美樹男、2007、ELF 環境学習指導者研修会テキスト、pp.1-32．植物と人々の

博物館プロジェクト。 

Rr51. 木俣美樹男、2008、多摩川エコモ-ション報告書、pp.６～９、３３33。 

４. 一般雑誌 

Gr1. 木俣美樹男、１９８１、雑草の生物学、技術・家庭教育、昭和５６年８月号：２５

-２９。 

Gr2. 木俣美樹男、１９８９、雑穀のル-ツをもとめて、健康医学４３７：４３-４８。 

Gr3. 木俣美樹男、１９８９、学校教育制度と自然の学習、国立公園Ｎｏ．４７４：１５

-１９。 



Gr4. 木俣美樹男、１９８９、日本人の自然観と環境教育、月刊社会教育、第３３巻第１

０号：６-１４。 

Gr5. 木俣美樹男、１９８９、環境教育と森林・林業、林野時報 第３６巻第７号：２-

４。 

Gr6. 木俣美樹男、１９９０、インドの穀物料理、教室の窓 中学社会 新しい社会、Ｎ

ｏ．３４３：６-８、東京書籍。 

Gr7. 木俣美樹男、１９９０、日本環境教育学会の創立、遺伝 第４４巻第８号：１０-１

１。 

Gr8. 木俣美樹男、１９９０、日本の森林と子どものために手をつなごう、現代林業 第

２９１号：２４-２９。 

Gr9. 木俣美樹男、１９９０、環境教育を学校でどうすすめるか、総合教育技術 第４５

巻第１３号：６２。 

Gr10. 木俣美樹男、１９９１、環境教育としての類アニミズム、道徳教育と特別活動 第

８巻第１号：２６-２９。 

Gr11. 木俣美樹男、１９９１、環境教育は「はじめの一歩」、現代と保育 ２７：１５５

-１６５、ひとなる書房。 

Gr12. 木俣美樹男、１９９１、雑穀食のふるさとをさぐる、食べもの通信 Ｎｏ．２４

６：９。 

Gr13. 木俣美樹男、１９９１、地球規模の環境教育がしたい、海外子女教育研究 Ｎｏ．

１３１：１。 

Gr14. 木俣美樹男、１９９１、キャンプにおける環境教育、キャンピング Ｎｏ．３３：

４。 

Gr15. 木俣美樹男、１９９１、私たちのライフスタイルをかえながら（対談）、月刊社会

教育 Ｎｏ．４１５：５５-５９。 

Gr16. 木俣美樹男、１９９２、環境教育は地域における直接体験から、総合教育技術 第

４６巻第１５号：２８-３１。 

Gr17. 木俣美樹男、１９９２、森林と農山村における環境教育、山林 Ｎｏ．１２９３：

２-７。 



Gr18. 木俣美樹男、１９９２、環境教育のフィ-ルドとしての森林・農山村、国土緑化 

特別号（緑と水の森林基金） Ｎｏ．５：１０-１２。 

 

Gr19. 木俣美樹男、１９９２、とうもろこしと雑穀、中学校地理と社会科研究 Ｎｏ．６

５：１０-１１、帝国書院。 

Gr20. 木俣美樹男、１９９２、「だけど」の思考 時空を越える想像を、生きもののうた

文学会。 

Gr21. 木俣美樹男、１９９２、冒険学校における環境教育、グロ-バルネット ２４：６-

７。 

Gr22. 木俣美樹男、１９９３、アフロ・ユ-ラシアにおける雑穀類の起原・伝播と食文

化、グロ-バルネット ２９：２２-２３。 

Gr23. 木俣美樹男・叶田真規子、１９９３、西トルキスタンの雑穀栽培、雑穀研究 第４

号：１-２。 

Gr24.木俣美樹男、１９９３、探検家への夢、四季の生活科：５４-５７。 

Gr25. 木俣美樹男、１９９４、中央アジアが起源地？キビのふるさとを探る、科学朝日 

第５４巻第３号：１０６-１１０。 

Gr26.木俣美樹男、１９９４、（書評）野外生物学への温かい夢を若者たちにいだかせる

ジェ-ンの自分史、科学朝日 第５４巻第８号：９０。 

Gr27.木俣美樹男、１９９５、木俣美樹男、ウ-タン１５０号：３７。 

Gr28.木俣美樹男、１９９５、生物多様性と環境文化、環境と文明３（６）：２． 

Gr29.木俣美樹男、１９９５、環境教育に求めるもの--森とむらの文化を考える、東京の

仲間２７：１-３。 

Gr30.木俣美樹男、１９９５、環境教育が教育の根底を変える、あぜみち５８：３。 

Gr31. 木俣美樹男、１９９６、生き物に出会える楽しみ、環境と文明４（７）：４。 

Gr32.木俣美樹男、１９９６、地域と連携して取り組む環境教育、中等教育資料６６８：

１６-２１。 

Gr33.木俣美樹男、１９９６、図書紹介 地球環境と教育--未来を開く緑のヴィジョン、

国際教育研究１６：５７-５９。 



Gr34．木俣美樹男、１９９６、ドイツの雑穀、雑穀研究 9:7-8。 

Gr35.A.シタラム・木俣美樹男、１９９７、国際雑穀学会（仮称）の創立準備についての

提案、雑穀研究：１０：２７。 

Gr.36.木俣美樹男、１９９７、キビの栽培化と伝播およびその利用、育種学最近の進歩 

第３９集６３-６６。 

Gr37. 木俣美樹男、１９９８、雑穀の地域食糧としての重要性と世界の農業における役

割、ハ-トネット９：１０。 

Gr38.木俣美樹男、１９９８、はじめに--雑穀研究の始まりと降矢さんとの出会い、ｐ

ｐ.6-9、降矢静夫俳句集雪虫、降矢さんを囲む会。 

Gr39.木俣美樹男、１９９９、環境文化としての伝統的農耕と雑穀をめぐる生物多様性保

全、環境と文明７（１）：６-７。 

Gr40.木俣美樹男、１９９９、環境教育の批判的再考と東京学芸大学の実践、資源環境対

策 ３５（５）：１-５。 

Gr41.木俣美樹男、１９９９、これからの森林における環境学習、ぐり-んもあ Vol.5:12-

15。 

Gr42. 木俣美樹男、２０００、南インドにおける２種の雑穀コルネ Brachiaria ramosa と

キンエノコロ Setaria glauca の栽培化過程 雑穀研究 第１２号：２３-２５。 

Gr43. 木俣美樹男、２０００、インド亜大陸北部における雑穀類の伝播、雑穀研究 第１

２号： １８-２０。 

Gr44.木俣美樹男、２０００、タイにおける環境教育の現状と課題、環境教育学研究 第

１０号：１０７-１１２。 

Gr45.木俣美樹男、２０００、大学・大学院レベルで求められる環境学習課程、環境教育

学研究 第１０号：１２９-１３５。 

Gr.47. 木俣美樹男、２００１、系統保存雑穀のデ-タベ-ス作成（１）キビ Panicum 

miliaceum について、雑穀研究 １４：１１-１２。 

Gr.48. 木俣美樹男、２００１、（インタビュ-）食糧危機のためにも、祖先が育てた在

来品種の雑穀を食卓に呼びもどそう、むすび ４５（１２）：３６-４０。 



Gr49. 木俣美樹男・石川裕子、２００１、在来雑穀品種の多様性保全-民族植物学からの

提案、百姓天国 News 2001 年 11･12 月号：２０-２２。 

Gr50. 木俣美樹男、２００２、（書評）飯村武著「森と環境を考える-明日を開く森林の

時代」、學鐙９９（１）：５５。 

Gr51. 木俣美樹男、２００２、植物と環境、科学教育通信、２１・２２合併号：１０-１

３。 

Gr52. 木俣美樹男、２００２、通学圏の自然、環境文化を活用する総合的な理科学習、

初等理科教育 ３６（１１）：１０-１３。 

Gr53. 木俣美樹男、２００２、環境教育に関わる教員養成大学の現状、環境と文明 １

０（８）：４-５。 

Gr54. 木俣美樹男、２００２、世界の雑穀類と栽培状況、農林水産技術ジャ-ナル ２５

（１１）：１１-１６。 

Gr55. 木俣美樹男、２００２、森林の伝統文化と環境学習-民族植物学フィ-ルド調査か

ら、アニマを感じることとアニメ-ションによる学習、Green Power ２８８：３０-３

１。 

Gr56. 木俣美樹男、２００３、森林の伝統文化と環境学習-民族植物学フィ-ルド調査か

ら、森林の匂いから地域の伝統智を学ぶ、Green Power ２８９：３０-３１。 

Gr57. 木俣美樹男、２００３、森林の伝統文化と環境学習-民族植物学フィ-ルド調査か

ら、西域物語のかなたに砂漠から森を望む文化誌学習 Green Power ２９０：３０-３

１。 

Gr5８. 木俣美樹男、２００３、森林の伝統文化と環境学習-民族植物学フィ-ルド調査か

ら、アメリカ合衆国のヨセミテ国立公園の管理･運営システムから学ぶ、Green Power 

２９１：３０-３１。 

Gr59. 木俣美樹男、２００３、森林の伝統文化と環境学習-民族植物学フィ-ルド調査か

ら、架空「玉川上水大学」エピソ-ド X 現場で学ぶ問題解決とは？、Green Power ２

９２：２６-２７。 

Gr６０. 木俣美樹男、２００３、森林の伝統文化と環境学習-民族植物学フィ-ルド調査

から、持続可能な文明社会のための環境学習過程、Green Power ２９３：２４-２５。 

Gr６１. 木俣美樹男、２００３、森林の伝統文化と環境学習-民族植物学フィ-ルド調査

から、タイと沖縄のマングロ-ブ林の保全と環境習、Green Power ２９４：２６-２７。 



Gr６２. 木俣美樹男、２００３、森林の伝統文化と環境学習-民族植物学フィ-ルド調査

から、先住民アイヌの伝統智と沙流川での環境学習、Green Power ２９５：２６-２

７。 
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木俣美樹男、１９９２、環境教育のための多重ネットワ-キング、教員養成系大学・学部

等教官研究集会。 

Os43. 木俣美樹男・岡本達治、１９９２、環境教育の方法論とその実践に関する研究 

７．農山村エコミュ-ジアムについて、日本環境教育学会 第３回大会。 



Os44. 鈴木善次・木俣美樹男、１９９２、身近な地域環境をエコミュ-ジアムに、日本環

境教育学会 第３回大会シンポジウム「都市と農山村を結ぶ環境教育」。 

Os45. 木俣美樹男・遠藤節子、１９９２、ビの地理的変異と分化 III、日本植物学会 

第５７回大会。 

木俣美樹男、1992、雑穀と自給のための農業を考える、家庭栄養研究会第３回雑穀シンポ

ジウム。 

 

1982 

 

 

1981 

 

1980 

木俣美樹男、1980、雑草性一年草と適応戦略の分化、日本遺伝学会 第 52 回大会シンポ

ジウム。 

 

1979 

木俣美樹男、1979、雑穀食の伝承（1）関東山地中部における雑穀の栽培とその調理方法

について、環境教育研究会 第 2 回大会。 

木俣美樹男・土橋稔・篠田具視、1979、雑穀食の伝承（2）東京都奥多摩町水根部落の事

例について、環境教育研究会 第 2 回大会。 

木俣美樹男・阪本寧男、1979、タネツケバナ属の生活型と繁殖様式、日本植物学会 第

44 回大会。 



1978 

中込卓男・木俣美樹男、1978、ジュズダマ属の生活型と生育パタ-ン II、日本植物学会 

第 43 回大会。 

1977 

木俣美樹男・阪本寧男、1977、サギゴケ属の繁殖様式と自然集団、日本植物学会 第 42

回大会。 

木俣美樹男・阪本寧男、1977、ジュズダマ属の生活型と生育パタ-ン、日本植物学会 第

42 回大会。 

1976 

木俣美樹男、１９７６、サギゴケ属 Mazus の繁殖様式と生活型、第７回植物実験分類学シ

ンポジウム。 

1975 

木俣美樹男・山上真一・小林興、1975、カシュウイモむかご（地上塊茎）の休眠について 

(The dormancy in yam bulbils) 東京学芸大学紀要第 6 部門 27:6-10。 

木俣美樹男・小林興、1975、サギゴケ属の繁殖様式と種の分化、日本植物学会 第 40 回

大会。 

1971 

木俣美樹男・阪本寧男、1971、やく培養によるコムギ属、エギロプス属およびカモジグサ

属植物のカルス誘導と器官再分化 (Callus induction and organ redifferentiation of 

Triticum, Aegilops and Agropyron by anther culture) 日本花粉学会会誌第 8 号：1-

7。  

藤井太朗・木俣美樹男・阪本寧男、１９７１、コムギおよびエギロプス属のやく培養、や

く培養シンポジウム。 



日本語研究業績へ 

英語研究業績へ 
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